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Multiversum
アイデンティティと使命 
仮想通貨のパイオニアであるビットコインは、取引承認におけるプルーフオブワークのアル
ゴリズムに基づいた様々なクローンやフォーク（分岐）と共に、第⼀世代のブロックチェー
ンと考えられています。 

第⼆世代であるイーサリアムは、スマートコントラクトを可能にしたブロックチェーンであ
り、簡単に資産のトークン化ができるという特徴があります。 

どちらも１ブロックあたり、⾮常に低いエネルギー効率と低中速の検証速度を備えていま
す。 

第三世代の課題は、プルーフオブステーク、オフチェーンルーティング、グラフチェーン
や、完全または部分的な集中化のように様々な仕組みや技術を⽤いて、スケラビリティ、速
度、及びエネルギー消費の問題を解決することです。 

第四世代はさらに進歩し、より速く、より拡張性のあるソリューションを実現すると同時
に、ビジネスの観点において競争⼒を⾼めることを⽬指しています。データの単純なチェー
ンは、企業環境のニーズを満たすのに適していないため、複雑なデータ構造（リレーショナ
ルデータベースのように）を表（テーブル）に編成する必要があります。 

同時にこれらの構造がトレーサビリティ（追跡可能性）とセキュリティを強化しながら、ブ
ロックチェーン技術によって有効化され、変更不可能にする必要があります。 

⾔い換えると、第四世代のブロックチェーンは、⼀次⽣産の実⽤にこの技術をもたらし、デ
ータの保管、分散アプリケーション、監査、セキュリティ、信頼性に関してビジネス向けの
提供を拡⼤します。 

Multiversum は、データの配列、チェーンの分裂と再結合の代わりに複雑なデータの統合を
提供し、既存のプルーフオブワークやプルーフオブステークといったソリューションの代わ
りに、より⾼いスケラビリティと並列処理、そしてインテグリティ（整合性）の検証⽅式の
概念（例:サーバーコードの暗号化証明）を可能にします。 

さらに、Multiversum は ERC20 や ERC23 の統合を特徴としており、外部の確認⽅法として
公証サービスを利⽤して、他のソリューションによるコインやトークンを私たちのチェーン
に受け⼊れること、またその逆も可能となります。 

⼀⽅、これらの⾰新ととともに、私たちはすでに実装されている素晴らしいソリューション
ももちろん活⽤していきます。 
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Multiversum 
第四世代の相関ブロックチェーン 

なぜ Multiversum は第四世代のブロックチェーンなのか？ 

 

<Image 1> 

相関ブロックチェーン 

多次元構造に関連した、さまざまなタイプのデータを扱う最新のブロックチェーンです。 

 

 

＜Image ２＞ 

取引スピード 

0.2 秒以内で、安全な取引検証のもと、ウォレット上で資⾦が送⾦されます。 

世界最速のスピードです。 

 

 

＜Image 3＞ 

取引の処理能⼒ 

⽐類ないスケラビリティ : 64 コアサーバーで最⼤ 64,000Tps（1000Tps/core） 
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＜Image ４＞ 

整合性の証明 
POS（プルーフオブステーク）は、POI（プルーフオブインテグリティ）に置き換えられま

す。 

 

 

 

＜Image 5＞ 

次世代ウォレット 
バイオメトリック認証によるアクセスと資⾦送⾦における最先端セキュリティ。 

 

 

 

＜Image 6＞ 

エコフレンドリー 

Multiversum は取引コストがわずかで、環境フットプリントはほぼゼロです。 
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＜Image 7＞ 

ロールバック 

オプションのロールバックは、Multiversum のトークンのあるアプリケーションで起動しま
す。 

 

 

 

＜Image 8＞ 

分裂可能なチェーン 

チェーンの分離性によるノード間でのリソースの最適化。 

 

 

 

＜Image 9＞ 

リカバリーノードの割り当て 

MTV のノードは、復元⼒と信頼性、そしてグローバルな災害復旧のため、世界中に分散し
ています。 
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公開プレゼンテーション 
最先端ブロックチェーン 

ブロックチェーン現象の主な役割には共通の特性があります。それは、顕著な安全性と信頼
性です。同時に、巨⼤な処理能⼒、環境破壊、⾼い取引コスト、及び現在のテクノロジーの
進歩を⽰すことができないほどの遅さという点ではこのリスクを負うとともに、現代の⾦融
および商業でのユースケースに納得のいく技術的な回答を提⽰しなければいけないのです。 

この遅さは、⽔平スケラビリティ（注 1）の⽋如によるものです。すなわち、処理装置を⾼速
バージョンに置き換えるのではなく、単に装置を追加することで得られる計算能⼒の増加に
よるものです。この遅さのもうひとつの原因は、プルーフオブワーク（注 2）やプルーフオブ
ステーク（注 3）に基づく現在のブロックチェーンの安全メカニズムにあり、これは計算能⼒
やコストに関して、実現に費⽤をかけて⼤多数のクラスターの引継ぎを防ぐために設計され
ています。 

さらに、現在のブロックチェーンは単⼀データエンティティの状態変化を単純に連結したも
のです。これらのエンティティの実状を再構築することはチェーン全体をスキャンすること
を意味し、さらなるシステムの減速とリソースの使⽤が増加します。 

この単純化により、データ構造上の要件が⾮常に複雑になるため、科学および産業⽬的には
ブロックチェーンは不⼗分です。 

また、セキュリティ対策はデータレベルで停⽌するためユーザーの安全性が保証されておら
ず、紛失や盗難にあったコインやトークンが、たとえチェーン上にあっても回復することは
不可能で、悪質なアカウントをブロックすることもできません。 

その他の問題として、相互通信ができない異なる仮想通貨間の断⽚化と不均⼀性です。   

 

        

Multiversum とブロックチェーンのグローバル採⽤ 

Multiversum のテクノロジーは、シンボリックリンクにより互いに関連づけられ編成された
データエンティティの⾃⼰検証および、分散構造によってデータ層を強化することで、従来
のブロックチェーンの限界を超えていきます。このテクノロジーは、⼀貫した⾃⼰検証取引
の分散型システムの基盤を確⽴しました。これが Multiversum のブロックチェーンです。 

Multiversum は既存のブロックチェーンの単純なデータモデルではなく、暗号関係データベ
ース（⾼度編成されたデータストレージソリューション）の作成を可能にし、単⼀のデータ
型だけでなく、相互に関連している複雑なデータ構造の表にグループ化された⼀連のデータ
を処理することができます。関係はブロックチェーンにおける第⼀級オブジェクトであり、
仮想通貨の⽅式により保証されています。 
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状態の変更が要求されると、それらはそれぞれ元の分岐から分割して独⾃のサブチェーンを
持ち、検証のため、操作後に再結合します。 

したがって、Multiversum は進化したブロックチェーン技術であり、これまでに解析された
不都合な部分を克服する独⾃の機能と、⾏政、産業、⾦融、官公庁といったすべての環境に
適した暗号化検証と配布技術を提供します。 

Multiversum は、常に最新の製品を市場に提供することを主な⽬標の１つとしており、これ
はソフトウェア開発⼿法の AGILE（注 4）を採⽤することで可能となります。 

AGILE の開発⼿法とは、開発途中においても、当初のプロジェクトの設計より⼤幅な変更や
削減を前提に、開発しながら価値を選び決めていくという⼿法です。事前に好機も危機も予
測することは不可能であるということを基本に、ベストプラクティスを選定し、不適当なも
のは忘れ去るということです。 

AGILE は確⽴されたソフトウェア開発基準であり、柔軟かつ迅速に市場ニーズに応えるた
め、開発者、製品オーナー、そして投資家はプロジェクトの範囲（注 5）の検討を求められま
す。 

さらに、ソフトウェアのように急速に進化する分野では、研究に６ヶ⽉、実装に１年を要し
た製品のリリースは、すでに市場ニーズから 18 ヶ⽉が過ぎ、時代遅れの製品を提供するこ
ととなる上、競合他社によってすでに解決され、直近の課題への対応が不⾜するということ
にもなり得ます。 

AGILE はむしろ、納期時に、最も⾰新的な製品を市場に届けることができます。 

 

 

 

 

スピードとテクノロジー 

このテクノロジーの強みの１つは正にスピードであり、異なる処理を並⾏して実⾏する能⼒
および、ブロックチェーンの分割再結合メカニズムによるものです。 

これらの機能により、より⾼い⽔平スケラビリティが可能となり、既存のノードに計算能⼒
を追加することで処理⼯程の容量が増え、各ノードが処理効率の向上に役⽴ちます。 

 

⽔平スケラビリティ 

Multiversum は、２つの特定機能によりシステム効率を最⼤にします。 
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1. メインチェーンは、要求されたリソースとデータストリームに応じて、複数のスレ
ッドとノード間で作業を並列化し、⾃律的に複数のサブチェーンに分割することに
より構造を最適化することができます。 
このチェーン分割の過程は、作業負荷の正常化まで、チェーンが完全に戻るまで実
⾏されます。 
これはチェーンのすべてのブロックが、２つの異なるインカミングリンクから２つ
の異なるサブチェーンを検証できる技術により可能となります。 

2. データシャーディング（注 6）、すなわち、複数のノード間におけるデータの分割を可
能にする技術です。 
ABC データシリーズと３つのクラスターノードがある場合、次のようなデータ分割
が得られます。 

 - AB 

 - BC 

 - CA 

データクエリはサブチェーンノードにのみ影響し、各ステップを最適化するので、こ
の細分割では処理速度が向上します。 

私たちのテクノロジーのもう⼀つの重要な機能は、⾼可⽤性（注 7）です。ネットワ
ーク内のいくつかのノードが停⽌しても、サービスの継続を保証するクラスタタイプ
に依存する可能性を⽰します。 

先の例（A、B、C ノード）を使⽤すると、C がオフラインになると、A ノードと B
ノードは完全に動作したままになり、ノードの 50％+１が有効であれば、データが
消失することなくサービスが継続されます。 

このように、複数のノードが停⽌した場合、クラスタは操作の完全復旧まで、各ノー
ドとコミュニケーションをとるデータ分散を⾃律的に再編成します。 

 

環境 

Multiversum はエコフレンドリーで環境にも配慮しています。私たちの主な⽬標の１つは、
暗号化検証に必要な計算能⼒を下げることで、マイニング（プルーフオブワーク）による電
⼒とリソースの⼤量消費を回避することができます。 

プルーフオブワークに代わって、私たちはプルーフオブインテグリティを実装します。これ
は、すべての処理の持続性を解決するソフトウェアの信頼性をチェックすることで、暗号の
検証を実⾏するプロトコルです。 
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データマネジメント 

暗号関係データベースを備えた Multiversum は、データリンクの制限なく簡単にデータベ
ースを構築できます。 

すべてのウォレットは⼀連の状態を持ち、ユーザーにリンクしています。そして、新しいウ
ォレットの状態変化には、２つのデータフィールドが含まれています。 

-検証チェックのため前の状態に戻ること。 

-新しい状態変化のリンク元がわかるように最後のトランザクション（または最後の主要チ
ェーンリンク）にリンクすること。 

変化後、トランザクションの変更が追加され、その変更後の状態リンクが主要チェーンに再
結合されます。 

したがって、新しいトランザクションは２つのハッシュ値を継承します。１つは状態リンク
から、もう１つは前のトランザクションからです。このようにして、すべての操作はトラン
ザクション⾃体に関連する前の操作を認証します。 

複雑なデータシナリオを管理することができるこの⾼度なソリューションによって、私たち
のテクノロジーに基づきあらゆる種類のアプリケーションを実装することができます。世界
中の機関、政府、⾦融、産業に普及し、ブロックチェーン全体に前進をもたらします。 
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ERC23 
(Interoperability with other BC)

Native off-chain adapter for 
own ERC20 

(Interoperability with other BC)
Native on chain adapter for 

own ERC20 
(Interoperability with other BC)
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Multiversum の使命 

Multiversum は、ブロックチェーン界において世代的なステップアップを⽬指しており、独
⾃のセールスポイントとして、以下の⽬標を掲げます。 

1. ⾃⼰検証型複合データ構造を持つ暗号リレーショナル DB の実現 
2. 現在のシステムの作業負荷に基づく分割可能/再結合可能チェーン（並⾏作業） 
3. データシャーディング（並⾏作業） 
4. ⾼度 API の提供 
5. ロールバック（ユーザーセキュリティ） 
6. 凍結可能ウォレット（ユーザーセキュリティ） 
7. 電⼦署名の種としてのバイオメトリックデータの統合 
8. ERC23 インターフェース（他のブロックチェーンとの相互運⽤性） 
9. 独⾃の ERC20/ERC23 ⽤ネイティブオフチェーンアダプタ（他のブロックチェーン

との相互運⽤性） 
10. ERC20/ERC23 ゲスト⽤ネイティブオフチェーンアダプタ（他のブロックチェーンと

の相互運⽤性） 
11. プルーフオブインテグリティ（プロトコルイノベーション） 
12. ⼆重アクセスロック（構造セキュリティ） 
13. 逆アクセス拒否（構造セキュリティ） 
14. 相互チェーン確認（他のブロックチェーンとの相互運⽤性） 
15. Java、Spring、Javascript の統合 
16. ACID モデル 
17. トランザクションモデル 
18. SQL ⾔語 
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1. ⾃⼰検証型複合データ構造を持つ暗号リレーショナル DB の実現 
Multiversum は、単純なチェーンで効率的かつ正規な⽅法で表すことができない複
雑なデータ構造をもち、産業及び⾏政、企業における使⽤に向けて強い使命を持っ
ています。 
私たちは必要に応じて、分散型の市場で初めての暗号関係データベースを⽬指して
います。 
この機能は、チェーン化できるエンティティの概念化に由来します。私たちの技術
では、主要チェーンは異なるエンティティとレコードのセットを含む派⽣チェーン
に分割できます。これらのエンティティは、最後に保持された状態で再結合し、必
要な変更が⾏われた後、主要チェーンの最後のリンクに再結合し、全体に戻りま
す。 
「チェーン化できる」インターフェースは、前のレコードの２つないしそれ以上の
ハッシュを含むある種のレコードを仮定し、１つないしそれ以上のサブチェーンを
検証します。 

13 
Versum コインに対応する Multiversum の標準実装において、チェーン上に共存す
るチェーン化可能なエンティティは、User、Wallet、Wallet State、Transaction の
４つの表に属し、それぞれ互いに関連しており確認が⾏われます。 
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2. 現在のシステムの作業負荷に基づく分割可能/再結合可能チェーン（並⾏作業） 
特定のものから複数のリンクを派⽣させて元に戻すという同じ機能で、作業負荷の
分析を利⽤します。⾼い処理要求の実⾏が発⽣した場合に、主要チェーンを派⽣チ
ェーンに２分割することをクラスタに⽰します。作業負荷が再び低下すると、既存
の複数サブチェーンが再結合され認証されます。このメカニズムは、処理レコード
の安全性を維持しながら、並列処理を可能にします。 
 

3. データシャーディング（並⾏作業） 
各ノードは全チェーンデータ、またはチェーンの⼀部があります。データシャーデ
ィングが必要な場合、コーディネーター・ノードは、その時点での作業負荷に応じ
て、独⾃の分散を最適化するために、特定のデータ・パーティション・モードを設
定します。⾼可⽤性技術によると、クラスタの⼀部が突然、消失した場合でも、少
なくともノードの 50％+1 が⽣き残れば、信頼性と持続性は常に保証されます。部分
的にクラスタがクラッシュした後、さらなる部分的なクラスタクラッシュに対応で
きるよう、これらのノードは、できるだけ速やかにデータ構造を再分割し、再編成
することができます。 
これらの技術２と３を⽤いて、Multiversum のブロックチェーンは並⾏作業および
データシャーディング能⼒を強化します。つまり、⽔平スケラビリティ、セキュリ
ティの向上、⾼可⽤性、システムの復元⼒、単⼀障害点（注 8）がないこと、⾃⼰障害
復旧です。 
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4. マイクロサービスの構造と⾼度 API の提供 
Multiversum は、マイクロサービス（注 9）とサーバーレスモデル（注 10）基づくプラッ
トフォーム上で開発されており、⾼度で安全な最新 API 機能を提供し、両⽅の構造
に適応することができます。 
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5. ロールバック（ユーザーセキュリティ） 
Multiversum のテクノロジーは、処理中に、不要な操作のロールバックを実⾏する
ことができます。つまり、⼀連のトランザクションの回復状態を実装することによ
り、チェーン検証の信頼性を損なうことなく、速やかに状態を回復させることがで
きます。この機能は、Multiversum ブロックチェーンで提供されるすべてのトーク
ンやアプリケーションにより任意で起動します。 
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6. 凍結可能ウォレット（ユーザーセキュリティ） 
違法や不信な動きがあった場合、ウォレットの凍結は、ビジネスロジック⾯でその
実現可能性を検討した上で実⾏されます。Multiversum ブロックチェーン上に構築
された独⾃のアプリケーションには、必要に応じてこの機能を実装するオプション
があります。 
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7. 電⼦署名の種としてのバイオメトリックデータの統合 
Je-Gyeong Jo、Jong-Won Seo、Hyung-Woo Lee（注 11）による研究を始め、
Multiversum チームは、署名者の⾝分証明の信ぴょう性を保証するための⾮対称暗
号鍵のソースとしての指紋、網膜スキャン、グラフォメトリック署名などのバイオ
メトリックデータの実現可能性に着⽬しています。 
暗号化されたデータの安全性と法的な議論における認証としてのそれらの使⽤が評
価されます。 
さらに、バイオメトリックデータは、Android、IOS などのアプリケーションでユー
ザーのセキュリティ管理に使⽤されるでしょう。 
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8. ERC23 インターフェース（他のブロックチェーンとの相互運⽤性） 
Versum コインは、他のチェーンとの相互運⽤性を確保するため、ERC20（注 12）と
下位互換性のある ERC23 インターフェースを実装し開発されます。 
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9. 独⾃ ERC20/ERC23 ⽤ネイティブオフチェーンアダプター（他のブロックチェーン
との相互運⽤性） 
Multiversum は独⾃のアダプターを開発し、外部のチェーンにその独⾃のコインと
トークンのインバウンド・アウトバウンドフローが可能です。 
 

  10.外部 ERC20/ERC23 ⽤ネイティブオフチェーンアダプタ（他のブロックチェーンと
の相互運⽤性） 

Multiversum は、独⾃のチェーンに外部チェーンからのコインとトークンのインバ
ンド・アウトバウンドフローを可能にするネイティブアダプターを開発します。 
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     11.プルーフオブインテグリティ（プロトコルイノベーション） 

Multiversum は、プルーフオブワークとプルーフオブステークを様々な形で置き換
えるソリューションとして、プルーフオブインテグリティを提案します。コンパイ
ルノードの暗号化の有効性と多数のノードからのレスポンスの⼀貫性を検証できる
⼀連のアルゴリズムです。 
検証は、ソフトウェアの外部コンポーネント（リバースエンジニアリングから保護
され、暗号化されたチャンネル上のノードソフトウェアにコミュニケートします）
により計算されたハッシュ値および処理データと組み合わされたランダム（乱数）
シードチャレンジに対して⾏われます。 
処理を有効にするため、この計算結果は各ノードの特定の処理と同⼀でなければな
りません。 
この処理では、必要とする計算能⼒は著しく低く、他のブロック検証ソリューショ
ン（PoW, PoS,DpoS）のような計算能⼒の無駄を抑え、統計モデルにも、スモール
クラスタの⾮常に脆弱な Byzantine Consensus（注 13）にも基づいていない構造セキ
ュリティを提供します。 
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   12.ダブルアクセスロック（構造セキュリティ） 

ノードは、保護されたバーチャルコンテナに分散されます。ホストマシンのオペレー
タは資格情報がないため、アクセスできません。したがって、安全性は Linux 
Security（注 14）や、例えば SeLinux やそのほかのパッケージに参照されます。それ
と同時に、誰かがゲストマシンの資格情報を持っていても、そのノードを実⾏してい
るホストマシンにアクセスできないため、アクセス権を得ることはできません。ノー
ドは、実際にはダブルアクセスロックによって保護されています。 
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13.逆アクセス拒否（構造セキュリティ） 

第 12 項に記述されたアクセスロックは、ホストマシンオペレータと、最終的にノ
ードの資格情報を所有する者のノードへのアクセスを相互排除することを含んで
います。これは、Multiversum により直接管理されていないすべてのノードが、
基本的に外部の⼈間の介⼊から隔離されており、信⽤性があり、アクセス不可能
であることを保証しています。 
３つの基本的なコンポーネントが、オペレーションシステムと安全システムに加
えて、コンテナへ分散されます。Multiversum サーバーの編集されたコード、
Multiversum クラスタへの認証のための⾮対称キーを持つ証明書、第 11 項ですで
に記述されたサーバーコードのハッシュ値、証明書、チャレンジシードおよび処
理データに基づくチャレンジ計算に責任を負うコンポーネントです。 
さらに、コンパイルの段階でのランダムパスワードによるコンテナへのアクセス
情報の⾃動更新など、オプションのセキュリティ技術が実装され、誰にもアクセ
スできないようにすることが可能です。このメカニズムは、クラスタへのアクセ
ス証明書に採⽤される可能性もあります。   
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14. 相互チェーン確認（他のブロックチェーンとの相互運⽤性） 
Multiversum は、さらなる検証と信頼を提供するように、他のブロックチェーン
の状態（最終的にはトークンと交換）を記録できる外部チェーンの統合コンポー
ネントの実現可能性を検討します。 
同じ技術を⽤いて、Multiversum はその状態の検証を他のブロックチェーンと共
有することも可能で、これを「アウトソーシング」検証といいます。 
この機能に特定のインターフェースが備わり、既存および将来のブロックチェー
ンへの実装を進める必要があります。 
このような機能はサーバーレスコンポーネントに依存しており、コンテナがコン
パイルされた後にアクセスができ、他のチェーンにアダプタを挿⼊することがで
きます。 

 

15. Java、Spring、Javascript の統合 
Multiversum は、Java、Javascript、およびその他の主流⾔語のための機能ライ
ブラリにグループ化された⾼性能インターフェースを提供し、企業や各機関にお
いて、私たちのテクノロジーがより簡単に利⽤されます。 
Spring（注 15）のようなフレームワークを持つ統合モジュールも開発されます。
この種のライブラリは、プライベートチェーンでも公式 MainNet でも、独⾃の
ソリューションへの Multiversum の統合を促進します。 
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 16.ACID モデル 

Multiversum は、ACID（注 16）パラダイムを実装します。この頭字語は、
Atomicity、               Consistency、 Isolation、Durability に由来
し、処理が必要とするロジックの特性を意味します。安全な処理モデルを保証す
るために、実装された技術は次の特性を必要とします。 

Atomicity（原⼦性）: ⼀連の処理がすべて実⾏されるか、または全く実⾏され
ないかのどちらかでなければなりません。部分的な実⾏は認められません。 

Consistency（⼀貫性）: 処理の前後でデータベースは整合性のある状態であ
り、定義されたルールに沿ってデータに⽭盾がないことを保証します。 

Isolation（独⽴性）: すべての処理は、独⽴した⽅法で実⾏されなければなり
ません。処理の最終的な失敗は、他の処理には影響を与えません。 

Durability（永続性）: ⼀旦、処理がコミットされると、いかなる理由（クラッ
シュ、エラー、電⼒損失）があっても結果は失われません。 

17.トランザクションモデル 

Multiversum は、トランザクションデータをトランザクションの（注 17）モデ
ルに持続し、関連する複数のサブチェーン上のすべてのデータが持続することを
保証し、実⾏された各処理の⼀貫性とデータの完全性を保ちます。 

     18.SQL ⾔語 
Crypto-Relational データベース技術に基づいたアプリケーションの開発を簡素
化し、既存のテクノロジーに対しての学習曲線を柔軟にするため、Multiversum
は標準の永続ストレージ機能（CRUD）を使⽤する SQL ベース（注 18）のシンタ
ックス機能を持っています。 

 19.フルルートデータフラックス 
処理の承諾、制御、検証そして永続性のプロセスは、以下の図式の⼿順で⾏われ
ます。 
処理は、必要なデータと REST クライアントに送信され、秘密鍵で署名されま
す。REST クライアントは、コーディネーション・クラスタのリーダーノードに
処理を送信します。独⾃のコーディネーション・プロトコルを使⽤してノード間
で作業を分割します。 
データの完全性、署名、資⾦の有効性、既に使⽤されたハッシュ値、実際のウォ
レットの状態、ブロックされたウォレットまたはユーザー、これらの初期チェッ
クを実⾏します。 
送信者 ID からの追加操作は、揮発性メモリにロックされ、特定のデータフィー
ルドはファイナライズされます（リンク先の処理、タイムスタンプ、以前のハッ
シュ値など）。 
この処理は、定義されているプロトコルを使⽤して、トピックメッセージキュー
（注 19）に送信され（パイロット⽤の AMQP、MQTT など）、ワーカーノードと
並⾏して分散されます。 
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21 
ワーカーノードは、要求の処理に関⼼があることを確認し（必要なデータが不⾜
している可能性があり、すでにビジー状態であり、評価されるべき他の条件であ
る可能性があります）、以前リンクされた処理の相関ハッシュ値を回復し、処理
レコードに追加します。プルーフオブインテグリティの結果が追加されます。 
処理のハッシュ値が計算されます。 
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ワーカーノードはメモリーに処理を記録し、、メッセージキューを介してコーデ
ィネータノードに投票を送信し、結果を収集します。 
投票とハッシュ値に⼀貫性がある場合、以前の状態からのハッシュ値を焼却し、
追加のトピックメッセージキューシステムで投票の有効性を送信しながら、コー
ディネーションノードは処理と新しいウォレットの状態を引き続き記録します。 
ワーカーノードは、処理およびウォレットの状態変更も持続します。 
フルルートの理想的な終了です。 
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スマートコントラクト 

Multiversum は、改善されたスマートコントラクト（注 20）を⼀般公開することの重要性を信
じていますが、研究範囲の調整がない限り、この可能性を探求するかは定まっていません。
そのため、私たちはライセンスモデルに従い、Multiversum の技術に、私たちのニーズに最
も合ったオープンソースソリューションを参考として実装することを検討しています。 

 

インフラストラクチャー 

Multiversum のインフラストラクチャーは、復元⼒と到達可能性（注 21）を保証するため設計
されています。この⽬的は各ノードの技術仕様に従って、特定の役割に対してメンバーを⾃
動的に選ぶことができるノードクラスタの開発により実現されました。 

 
・ 計算能⼒ 
・ 記憶容量 
・ 相互待ち時間 
・ チェーンデータの完全性 
・ マシンの信頼性 
・ プルーフオブインテグリティに関する疑問 
 
ノードには⼀つ以上の役割があります。 
 
・ クライアントノード 
・ コーディネーションノード 
・ メッセージングノード 
・ ワークノード 
・ 永続ノード 
・ バックアップノード 
 
有効な証明書を⽣成できるすべてのノードは、クラスタに登録して役割を取得できます。 
１つまたは複数のノードがクラッシュした場合、クラスタは⾃律的にタスクを再分散し、役
割を最適化できます。 
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JMV（注 22）内の共有キャッシュのコンポーネントがメモリデータベースとして存在し、
以下のことを可能にします。 

Read Through(リードスルー)、すなわち物理メモリを確認する前に、揮発性メモリで直接
実⾏されるデータ読み取り（クエリ）です。 

Write Through（ライトスルー）、性能を最適化するためデータを揮発性メモリにロードし
てから、データ保持のため⼀括挿⼊します。 
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セキュリティ上の注意 

開発中に脆弱性を⾒つけだし、有効な修正を提案できる開発者には「ハッカー・バウンテ
ィ」が提供されます。 
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マーケティング戦略 
絶えず変化し続ける IT 市場での事業運営は、ステーク保持者の価値の創造に焦点を当て、
戦略、コミュニケーション技術、企業使命を、状況に応じて更新し、短期的また⻑期的な経
営論理の適切なバランスを確保することです。 

 

私たちの計画の要点は次のとおりです。 

・企業使命 

・ビジネス⽬標 

・ビジネス戦略 

・ビジネス活動ポートフォリオ 

 

 

 

＜Image＞ 

 

 

 

主要ツールの１つは、ソーシャル・メディア・マーケティングです。つまり、ブランドの知
名度を⾼め、潜在的な消費者を特定し、消費者とのコンタクトにより有意義な関係を築ける
ソーシャルネットワーク上で実施されるキャンペーンです。 

私たちのソーシャルメディア戦略は、専⽤ツール及びコミュニティ開発の利⽤によるチャン
ネルの管理とモニタリングを始め、戦略プランの⼀部である様々なアクションを実⾏しま
す。コンテンツ、相互作⽤、戦術効率評価に焦点を当て、結果を得ます。 
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